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科目分類 専門教育科目 単位数 2

時間割コード T720203 履修年次 3・4年

授業科目・題目 企業実践インターンシップＢ 開講学期 通年

授業科目・題目（英
語）

Company Practical Internship 
B

曜日・時限 他(0限)

科目コード T720200 選択／必修 選択

主担当教員 吉田　和信 履修資格
履修者が多い場合，履修制限を設けることがあ
る。

主担当教員一覧

授業形態 実験・実習

授業の目的

教員指導のもと，専門分野において設定した課題に対して，グループまたは個人で，課題解
決に必要な知識や技術を自主的に学習し，反省的反復作業を行いながら解決法を求めます。
また，課題に関連した企業において実習やインターンシップ等を行います。これにより，課題
解決のための実際的な知識や方法論を修得します。

科目の達成目標
(達成度)

１．課題の意義を理解し，説明できる。
２．課題の解決に必要な文献等を調査できる。
３．課題の解決に必要な知識と方法論を修得する。
４．検討内容を平易かつ簡潔な文章で要領良くまとめることができる。
５．他者に対して分かりやすいプレゼンテーションができる。

授業の内容
および方法

前期：３回分をガイダンス（必要ならばグループ分けを含む），課題の設定，課題解決の方法
論の説明に充てます。１０回分を課題解決のための調査，学習，検討，実験等に充て，1回分
をレポート指導に充てます。
後期：２回分をガイダンス（必要ならばグループ分けを含む），課題の設定，課題解決の方法
論の説明に充てます。１０回分を課題解決のための調査，学習，検討，実験等，企業における
実習やインターンシップ等に充て，１回分をレポート指導に充て，最後の１回分は発表会としま
す。

授業の進め方
文献等の調査，自主的学習，ディスカッション，実験等を含む反省的反復作業により課題解決
の方法を見つけます。

授業キーワード PBL(Problem Based Learning)型授業，文献調査，課題解決能力

テキスト 指導教員の指示に従うこと。

参考文献 指導教員の指示に従うこと。

その他授業資料等 指導教員の指示に従うこと。

成績評価の方法
およびその基準

日頃の学習姿勢・内容，レポート，プレゼンテーションを総合的に評価し，１００点満点で６０点
以上を合格とします。

履修上の指導
主として学内で実施するPBL教育科目ですが，企業における実習やインターンシップ等を伴い
ます。

オフィスアワー 教員の指示に従うこと。

その他
この授業は、地域課題解決能力を修得するキャップストーン科目です。
傷害・賠償責任保険に加入すること。

担当教員一覧

教員 所属

吉田　和信 制御システム工学

李　樹庭 制御システム工学
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